
2018,4,2  歴史探訪・ミツバツツジ咲く清水山城跡ハイキングと熊野本古墳群の準備に行きました 

 鎌倉時代の承久の乱以降、佐々木氏が近江の守護職となり、その一族（大原・六角・京極・高島）は、近江各地を支配するようになりました。 

 「吾妻鑑」によりますと、嘉禎元年（1235 年）に佐々木高信が、田中郷の地頭となりました。鎌倉時代から戦国時代末にかけて、高島郡では、その一族である越中

氏・能登氏・朽木氏・永田氏・横山氏・田中氏・山崎氏が活躍しました。 

のちに西佐々木氏と呼ばれるこの一族は、当時の古文書に「西佐々木」「西佐々木七人」「高島河上七人」「七頭」として名前が見られます。また、江戸時代に書かれ

た地誌「近江輿地志略」は、「清水山」にあった城跡を、西佐々木一族の惣領家（本家）である佐々木越中氏の城と記しています。 

清水山城は、戦国時代のお城を見るうえで大切な遺構として、清水山城遺跡・清水山遺跡（清水寺・屋敷地）・本堂谷遺跡（大宝寺・屋敷地）の範囲が、清水山城館跡

として平成 16 年 2 月 27 日に国史跡に指定されました。当日は清水山城跡の遺構や城下をゆっくり散策します。 

 また、宅造道路区域一帯には、弥生時代の高地性集落である熊野本遺跡と三世紀には築造が開始された高島市最古の古墳群の一つである、38 期の古墳で構成される

熊野本古墳群が存在します。熊野本弥生墳丘墓・熊野本 6 号墳（前方後方墳）を散策します。 この時期、お花が多く圧巻。自然観察もたっぷり楽しみます。 

◆歴史 

 

 

 犬の馬場：珍しい地名で、この周辺では、近江守護六角氏 

  の観音寺城や越前一条谷の朝倉氏館にしか残っていませ

ん。鎌倉時代から室町時代にかけて、武士が馬の上から矢 

 （鏑矢：ささらない矢）を射る「流鏑馬」の練習をする「犬

追物」という行事があった。犬追物の行事をしたところが 

  「犬馬場」である。 

  

←この段丘面には、」「御屋

敷」や「犬馬場」という地

名が残っている。この一帯」

では、土を盛った土手・土

塁や堀を現在も見ることが

できる 



 

◆メモ⓵ 清水山城の位置：饗庭野のふもとには、西近江路が南北にのびていて、南方には湖西最大の大河である 

安曇川が流れています。清水山城は、安曇川～琵琶湖の水運と陸路が交わる「陸路・湖路」の「要」に 

位置していた。 

   ⓶ 清水山の名称：城のふもとにある平井集落に残る古文書には、「清水山」の名前が記されていることから、 

当時、饗庭野は、「清水山」と「饗庭野」に分かれていたことがわかってきた。また。現在のところ、 

「清水山」の名前は、文禄４年（１５９５）の古文書に初めて見えます。この古文書には、豊臣氏が支配 

するため、地元の領主や有力者が住んでいた土地、交通や流通など・・・の土地が記されていた。 

（大溝城山・清水山の名前がみられる）） 

   ⓷  

 

 

 

このあたりの地名このあたりのこｎ 

このあたりの地名は、地蔵谷と呼ばれています。石仏には、阿弥陀如来と呼ばれている

仏様が彫られている。阿弥陀如来は、来世に西方浄土に導いてくださるは仏さま。 



◆西佐々木一族の地位と性格 

  清水山城の城主と推測されている佐々木越中氏は、ほかの西佐々木氏の一族とともに、鎌倉時代には「在京人（ざいきょうにん）」、室町時代には「奉公衆（ほうこうしゅう）

または外様衆（とざましゅう）」と呼ばれる将軍の直轄軍ともいえる身分にあり、幕府と強いつながりを持っていた。 

  一族は、１６世紀の初めに北近江にあった十二ケ所の関の関守として、その名が見られることから、米づくりなどができる平野の支配だけでなく、陸路や水運など    

 の交通路の支配も一族の収入源になっていたことがうかがえる。 

  １６世紀になると越中氏、田中氏、朽木氏が一族のなかでも力をもつようになつた。１６世紀の中頃の天文年間になると越中氏と田中氏は近江の守護の六角氏に 

 、朽木氏は足利将軍に味方するようになった。そして、観音寺騒動によって六角氏が勢力を弱める永禄年間（１５８８～７０）になると、湖北の浅井氏と同盟を結び 

 元亀元年（１５７０）からの織田信長の近江侵攻をむかえることになった。 

 

◆清水山城と主郭の発掘調査 

  清水山城は、主郭を中心として南東・南西・北西の三方に伸びる尾根上に曲輪が並ぶ山城。主郭の東面と北西にのびる尾根の上に畝状空堀群が作られている。 

 平成８年の主郭の発掘調査では、たくさんの土器とともに６間×５間の大規模な礎石建物跡が見つかった。出土した土器は、１５５０～１５７０年ごろの時期に集中

してる。 

  「信長公記（しんちょうこうき）には、「織田信長は元気４年７月に高島に大船で出陣し、陸から木戸・田中両城を攻め、海からは大船を着け、馬廻（うままわり）を従え

て攻めた。木戸・田中両城は、降参し明け渡した」と記されている。清水山城の主郭から出土した土器の最も新しいものは、この信長の高島郡攻略の時期とほぼ一致

した。     

※主郭：中世の山城の中心地   

※曲輪：お城の中で建物が建てられたり、人が集まったりすることができる造成された平なスペース。 

     ※畝状空堀群：山の等高線に対して直交して何本も掘られた（竪）堀とその土をもった土塁。  

※礎石建物：石の上に柱をすえる建築様式。 

     ※馬廻：常に主人の周囲で護衛する騎馬の武士。 
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                                          ２郭の堀切                   ２郭と３郭の大きな堀切（上から撮る」） 

 

                        

  天守からの眺望                 石仏                                     竪堀 

    

 畝上竪堀                            武者隠し               畝上竪堀群                堀切  

 

 天守下の畝状空堀群 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

   

 

 

 

  

 

 

 

 


